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隣人を自分のように愛しなさい   

ルカ 10 章 27節 
 

クラブホームページ http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2021-2022.pdf  

  

 

 
 
 

＠４月第１例会・ＷＥＢ例会(担当 服部) 

と  き：４月７日(木) ２０:００～ 

ところ： ＺＯＯＭ例会 

・卓話 車いすの一級建築士が教える 

「ほんとうのバリアフリー建築」 

 講師 阿部一雄君 出版記念卓話 

 

＠４月第２例会・ＷＥＢ例会(担当 服部) 

と  き：４月２１日(木) ２０:００～ 

ところ： ＺＯＯＭ例会 

 

＠薪割りキャンプ 

と  き：４月９日(土)～１０日(日) 

ところ：日和田キャンプ場 
 

＠中部デイキャンプ交流会 

と  き：４月２３日(土) 10：30～15：00 

ところ：戸田川緑地公園・子供キャンプ場 

名古屋市港区春田野２丁目 

会 費:１０００円

 
 

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 

＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利に伴う＝ 
 

３ 

月 

例 

会   

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（月）   

在  席  者 15 名 第  1  例  会  15 名  当   月 ・ 切   手  - ニコ BOX ノート  - 

例会出席者 15 名 第  2  例  会 13 名 当   月 ・ 現   金  - 感 謝 ファンド  - 

当月出席率 100% そ の 他    4 名 累              計  - 累          計  - 

2022年 4月例会・他ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 
 

http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2021-2022.pdf


  第１例会・オンライン例会議事録  
 

 
 

日 時：3月 3日（木）20:00～21:00 

場 所：ZOOM例会 

出席者：荒川、三井、原、服部、坂口、早川、 

遠藤、信田、松原、坂野、阿部、高田 

欠席者: 青木、下村、吉田 

ゲスト: 原君友人(大橋さん、樋口さん) 前田香代子

アジア太平洋地域書記(熊本ジェーンズ) 
 

 
 

１，卓話「翼は還る」について   

講師 原 晃君 

       荒川恭次 

原さんの卓話概要は 3月ブリテ

ンに記載しましたので、卓話内容

はそちらを読んでいただくとし

て、ここでは感想を述べます。卓

話に先立ち原さんに紹介いただい

た書籍「翼は還る」は事前にアマ

ゾンで安価な中古購入しざっと目

を通しました。原さんの経歴はみ

なさん大まかにはご存知かと思い

ますが、実際の仕事の中身といえば全く知りません

でした。しかし本を読み進めるにつれ原さんが登場

するページがありました。私は現役在職中は幾多の

プロジェクトに参加して名前は記録に残っています

が、それはあくまでも社内向きで社外に知れること

はありません。生きた証（あかし）が書籍に残ると

は素晴らしいことと思いました。 

ゲスト参加いただいた樋口さんはこのプロジェク

トの関係者です。また大橋さん（メイラ㈱社長）は

関係者のお孫さんで、証言者としてのコメントを例

会後に頂いています。そして、この壮大なプロジェ

クトは関係者の大変なご苦労の甲斐あって新潟県長

岡市の山本五十六記念館には、ニューギニアのブー

ゲンビル島に墜落した山本五十六連合艦隊司令長官

の搭乗機の左翼が還っています。機会あればぜひ見

に行きたいものです。 
 

参考：山本五十六記念館 所在地：新潟県長岡市呉

服町 1-4-1  

 山本五十六記念館公式サイト｜新潟県長岡市 

(yamamoto-isoroku.com) 

 

 

書記代理 三井 

2，3月以降の予定検討（例会、イベント等） 

・卓話 「出版記念卓話」 阿部君 4月第１例会 

4月 7日（木） 20：00 ZOOM 

「本当のバリアフリー建築について」出版の内容に

ついての卓話内容となる。 

・中部 EMC・YYYフォーラム デイキャンプ交流会 

 4月 23日（土）10:30～ 戸田川緑地公園・子供

キャンプ場広場 当日、YMCA 関係者を主体として

デイキャンプ交流会を開催する。 

3 西日本区、中部より連絡事項 

・次期会長・主査研修会 

3 月 12 日 ZOOM出席：荒川次期中部書記、阿部次

期会長、服部次期 EMC主査 

・西日本区大会 岡山 6月 11日(土) 

・ウクライナ緊急支援募金が開始された。 

4 YMCA より                      （遠藤主事） 

・3/6 各 YMCA リーダー発表会 

・リーダー感謝会 3月 21 日（月、祝）南山 YMCA

で開催 

・新規に 3/19刈谷に YMCA 施設が開所 

5 その他  

・3月第 2例会 3月 17日（木）20：00～  ZOOM 

・4月第１例会 4月 7日 （木）20：00～  ZOOM 

・4月第 2例会４月 21日（木）20：00～  ZOOM 

・一泊例会日和田キャンプ場にて 7月 9～10日開催 

 

 

  第２例会・オンライン例会議事録  

 
 

日 時：3月 17日（木）20:00～21:00 

場 所：ZOOM 例会 

出席者：阿部、服部、荒川、信田。早川、遠藤、高

田、原、吉田、松原、坂野、坂口、三井 

欠席者: 青木、下村 

http://yamamoto-isoroku.com/
http://yamamoto-isoroku.com/


書記代理 三井 

1.3月以降の予定検討   （例会、イベント等） 

・4月第１例会卓話「出版記念卓話」講師は阿部君 

4月 7 日（木）20：00～ ZOOM 

卓話として 40分を設定 

・「まき割りキャンプ」 日和田キャンプ場  

 4月 9～10 日（土/日）日和田での薪を作るとこ

ろから作業 

・4月第 2例会 4月 21日（木）ZOOM 

・中部 EMC・YYYフォーラム「デイキャンプ交流

会」として 4月 23日（土）10：30～15：00 

 戸田川緑地公園・子供キャンプ場にて開催。  

3/17 現在 60名以上の参加登録、坂口君がカレ

ー、豚汁等を調理、食材の提供を依頼と綿菓子の

提供を予定 機械の手配を 4/9 に日和田より引き

上げ予定 クラブ内での出席予定を確認 駐車場

4番を推奨し椅子の持参を勧める。 

詳細内容は後日、チラシなど配信予定とする 

・リーダートレーニング  日和田キャンプ場 

 5月 3～5日（祝）クラブ支出予定金は 3～4万円

坂口君に食材調達依頼 

・5月第 2例会 5月 12日（木） ZOOM 

・5月第１例会 東稜クラブ合同例会/京都 

5月 21～22日（土/日）案内はメールにて配信済 

参加予定者等のまとめは松原君が担当し東陵クラ

ブに手配依頼とする 

2  次期一泊例会について   次期会長 阿部君 

・宿泊ホテルについて、松原君に対応依頼 

3 西日本区、中部より連絡事項 

・西日本区大会 岡山 6月 11日(土) 

4 YMCA より             遠藤主事 

・リーダー感謝会 3月 21日（月、祝） 

クラブより名前入りタオルの提供 

・刈谷の保育園開設案内 

5 その他  

・連絡網の「LINE」使用について参加の呼びかけ 

・ブリテン原稿依頼 卓話 第一例会/荒川 第二

例会/三井 日本語学院卒業式/荒川 リーダー感

謝会/服部 スキーキャンプ/吉田 会長主査研修

会/阿部 YMCAたより/遠藤 
 

 名古屋ＹＭＣＡリーダー感謝会報告       

日 時：3月 21日（月・祝）16：00～17：30 

場 所：南山 YMCA 

出席者：吉田、荒川、信田、服部、遠藤 
 

 

服部 庄三 

恒例の YMCA リーダーの卒業式「リーダー感謝会」

が開催されました。今年度も昨年同様コロナ禍で懇

親会無しの式典のみの会となりました。6名の卒業リ

ーダーに感謝状と記念品が贈呈され、その後それぞ

れの卒業リーダーに後輩リーダーから感謝の言葉が

贈られました。涙と笑いありの心に響く時間でし

た。卒業リーダーからのお返しの言葉も、皆が育て

てもらった YMCAと仲間への感謝の言葉でした。 

グランパスからは昨年同様にそれぞれの名前入り

のタオルを贈りました。最後に彼らに贈られた言葉

は YMCA―You Must Come Again  です。 

 

 
 

 
グランパスと関係深いコロコロリーダーも卒業です 

 

 

    ４月第一例会卓話概要       
 

４月第一例会の卓話につ

いて阿部君からの案内です。

卓話講師は阿部一雄君で卓

話題名は車いすの一級建築

士が教える「ほんとうのバ

リアフリー建築」となりま

す。内容は 2002 年バイクレ

ース中の事故で突然車いす

生活者となった建築士が、

健常者と障がい者両方の目

線で建築を考え、それら経

験を「ほんとうのバリアフリー建築」の一冊にまと

めました。 

取材協力して漫画・ドラマ・映画化された車いす

の建築士が主人公の「パーフェクトワールド」のモ

デルにもなリました。本に書いた内容を中心に、取

材協力の舞台裏についてもお話しします。是非卓話

にご参加ください。                      



   ２０２１年度日本語学院修了式   
 

 
 

荒川恭次 

2022 年 3月 24日（木）名古屋ＹＭＣＡ日本語学

院の修了式が執り行われました。私はチューター担

当の立場で参列しました。第１部ではコロナ禍影響

で母国から ZOOM参加する学生を含めた学習発表会

がありましたが、学生たちの力作揃いで特に映像処

理技術とストーリーセンスは目を見張るものがあり

ました。自分とは違う感覚に時代の流れを感じまし

た。第 2部は証書授与式です。万福寺校長から 20

名の修了生に厳かに修了証書が授与されました。私

のチューター担当のホン君もこの日は神妙な面持ち

で証書を授与されましたが、彼は 4月から北海道の

専門学校で装具の勉強を始めます。専門学校では日

本人外国人の区別なく専門教育がなされるので、彼

はこの一年特に専門用語の勉強に集中したようで

す。そして努力の甲斐あって見事入学できました。

私も一安心しました。将来は人だけでなくペットの

義足も手掛けたいとか、大きな夢を語ってくれまし

た。10 年後が楽しみです。 

チューター活動は日本語を学ぼうと日本に来た若

者たちの日本語学習サポートを行うとともに、自ら

も留学生の国を生で学習できる良い機会です。 

 

 
中央がチューター担当のホン君 

 

     ＹＭＣＡたより       
 

先日のスキーキャンプで、子どもたちから「スキ

ーは誰が考えたの？」「はじめのスキーの素材は何

だったの？」と質問がありました。毎年子どもたち

とスキーキャンプに行っていますが、しっかりと学

んだことがありませんでした。目の前にあることが 

当たり前すぎて、実は知らないことが多いことのひ

とつでした。子どもたちの知りたい！という気持ち

が表れてきて、知ることの楽しさや知識を得る喜び

を感じている表情は、とても良いものでした。 

 

 
 

「4月の行事」 

・4/9(土)～10(日) 

薪割りキャンプ 日和田キャンプ場 

・4/23(土)デイキャンプ交流会 戸田川緑地公園 
 

名古屋グランパスクラブ 

担当主事 遠藤美恵子 

 

 

  名古屋ＹＭＣＡ志賀高原横手山   

  ダイナミックスキー同行記   
 

 
 

 吉田一誠  

私がスキーを始めた60年以上前、”志賀高原”は

いわばスキーヤーの憧れ、今風に言えば聖地？でも

ありました。当時私がよく出かけたのは発哺温泉、



熊の湯/硯川温泉などでしたが、中でも横手山はス

キーを極めた人だけが入ることが許されるリフトも

ないまさに山スキーのメッカでした。 

今ではリフトも整備され横手山頂上2307m まで

700m程の標高差を3本のリフトを乗り継いで20分ほ

どで上がることができます。頂上からの富士山から

日本アルプスまで360度の壮大な展望は格別です。

（横手山頂ヒュッテを Web で見るとライブカメラで

眺望を見ることができます）山頂にはおしゃれなカ

フェやレストランがあり日本一高いところにあるカ

フェ、雲の上のパン屋さんということでも有名でキ

ノコスープ、ボルシチなどおいしい名物料理も楽し

めます。 

 2021年度名古屋 YMCA

志賀高原ダイナミック

スキー（小、中学生の

スキー教室）は3月26日

から29日までこの志賀

高原横手山スキー場で

行われました。 

 小学生がほとんどで

したが、メンバー33

名、リーダー9名、（こ

こまでの数値はたぶん？）スタッフ2名、オープン

参加1名、26日にバスで名古屋を出発12時ごろには

現地につきましたが生憎の強風でリフトが停止して

いたために予定していたスキー教室はできず、あま

り良いスタートではありませんでした。ところが翌

27日は一転、風もない好天となり、スキー教室を開

始、上級者や、スキー経験者はさっそく頂上まで上

り素晴らしい展望を楽しむことができました。（わ

たしは山頂のカフェでお茶して、展望を満喫しなが

らシミジミ！？しておりました。） 

 28日はさらに一転、前夜からの冷え込みにより全

山霧氷に覆われ白一色、午後からは晴れ間も出て、

これまためったに見られない絶景でした。（あまり

に寒いのでわたしは山頂で一人ランチ、キノコスー

プをいただて、ここちよくまどろみ、お土産にパン

を買って帰りました。） 

 最終日29日は冷え込みは少し緩みましたが曇り

空、それでも一人の脱落者もなく元気にゲレンデで

ワッペンテストやフリー滑降それぞれ自身の進歩を

感じることができたようです。ゲレンデでも、ホテ

ルでも、バスの中でも日に日に高まっていく子供た

ちの弾けるような歓声が、このスキープログラムが

子供たちにとって思い出に残るものになったであろ

うことを感じました。寒さの中でくじけそうになる

小さな子供たちを励ましながらプログラムを進める

リーダーやスタッフの誠意と努力には本当に頭が下

がりました。皆さん大変お疲れさまでした。 

 スキープログラムの PD が遠藤さんだった5、6年

前に写真兼雑用係という名目で私が押しかけ？参加

をお願いしたのが”オープン参加”の始まりでし

た、その後荒川さんや松原さんも参加されるように

なったので齢の順にお役御免と私は引退しました

が、コロナ騒動の一連の自粛ムードの中、この様な

形での参加は中止となっていました。 

 私もスキーが人に迷

惑をかけない形でいつ

までもできる年齢では

ないので、あちこちス

キーに行ってみたいと

思い、今年の初めに遠

藤さんにバスの空席が

あれば連れて行って欲

しいとお願いしまし

た。幸い1月の車山高

原ツアーでこれが実現

し、車山からの素晴ら

しい展望とスキーを楽しむことができました。この

時はツアー参加者に不幸にもちょっとしたアクシデ

ントが発生、その対応で少しお役にも立つことがで

きました。それをいいことに今回も厚かましくオー

プン参加をお願いし、久しぶりに憧れの地で好天に

も恵まれスキーとともに、素晴らしい展望を子供た

ちと一緒に楽しむことができました。 

 幸いにも今回は想定外のことがなかったので4日

間スキーをして温泉につかり一人でシミジミといろ

いろ思いを巡らすことができました。 

遠藤さんのご配慮に心より感謝します。 

 

  次期会長・主査研修会参加感想      
 

2022-23会長 阿部一雄 

会長を拝命するのは今回で 3 回目となりますが、

実は会長研修会に参加したのは初でした。いつも仕

事が入ってしまい、参加できないでいました。永年

ワイズには参加してきているため、大抵のことは理

解していましたが、改めて研修を受けると気づきも

多く、参加して良かったです。特に、画面からも熱

量を感じ、役員として活動される方々の熱を感じま

した。リアル開催であれば、もっと熱量を感じたで

しょう(笑) 

今回はコロナ禍でしたので、ZOOM を使っての開催

でした。移動も宿泊もなく、これはこれで経費削減

の意味で良かったと感じました。新しい時代に合わ

せ、ワイズ活動も仕事も変えていく時期と感じてい

ます。そうした意味で新時代に合わせたワイズ活動

の礎となる 1 年としていきたいと思います。どうぞ

皆さんお力添え宜しくお願い致します。 



   西日本区オンライン交流会      
 

 
 

3月 26 日（土）ZOOM による西日本区交流会が開催

され、100名の参加者が全体会、グループ会で楽しみ

ました。クラブの近況紹介では名古屋ＹＭＣＡ120周

年記念事業として日和田キャンプ場のリニューアル

をグランパスクラブが支援するとアピールしました。

ワイズ 100 周年とも大いに関係するとの反響をいた

だきました。 （荒川） 
 

    今 後 の 予 定         

 

・5/21～22 第一例会 東陵クラブとの合同例会 

・5/12（木）第二例会 

・5/3（火・祝）～4（水・祝）日和田キャンプ場 

リーダートレーニング食事支援 

・7/9(土)～10日(日)一泊例会 日和田キャンプ場 

 

      そ の 他         

 

1． ４月の誕生日 

        

 

 
 

 

 

 

2.日本語学院留学生支援物資応募依頼 

・不織布マスク・フェイスシールド サイズ問わず 

・体温計 仕様・タイプ問わず 

・エタノール製剤(35%以上含有品)、 

・界面活性剤成分含有製品、 

・次亜塩素酸水(80ppm以上品) 

・除菌用ウエットティッシュ・使い捨て手袋 

(食品衛生法適合品) 

・その他、コロナ対応サニテーション全般品 

・余っている贈答品等のインスタント麺、缶詰、乾

燥品らとその他、日持ちする食品類。 

※ 遠藤担当主事へ各自持参してください 

 

3.ポジティブネット YMCA 国際協力募金 

「ウクライナ緊急支援募金」 

＜募金の使途＞ 

① ウクライナYMCAが行う、爆撃地や攻撃を受ける 

可能性のある居住地域から国内避難する人々への

支援活動のために用います。ウクライナYMCAは国

内25拠点を用いて、宿泊場所提供、食品、衣類、

医薬品、衛生製品を提供しています。また、恐怖

心・トラウマを抱える子どもと若者に、心理的、

社会的な緊急サポートを行います。 

② ウクライナ近隣諸国のYMCAが行う、国外に避難

するウクライナの人びとへの緊急生活支援のため

に用います。募金はこちらへ 

・銀行：三菱UFJ銀行 四谷支店 普通 0951298 

 公益財団法人日本YMCA同盟 国際協力募金口 

・郵便振替：00190-6-464236  

日本YMCA同盟地域国際募金口 

・寄附サイト（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ可）→QRコードなど 

世界のYMCA - ウクライナ (google.com) 

 

4.例会等出席状況 
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1 青木 哲史     

2 阿部 一雄 〇 〇   

3 荒川 恭次 〇 〇 〇  

4 遠藤恵美子 〇 〇 〇  

5 坂口 功祐 〇 〇   

6 信田伊知郎 〇 〇 〇  

7 下村 明子     

8 高田 士嗣 〇 〇   

9 服部 庄三 〇 〇 〇  

10 原  晃 〇 〇   

11 早川 政人 〇 〇   

12 坂野 清治 〇 〇   

13 松原 行謙 〇 〇   

14 三井 秀和 〇 〇   

15 吉田 一誠  〇 〇  

 ゲスト 3    

 計 15 12 5  

 

 

 

  

４月２４日（荒川  恒子）  

４月２７日（早川 政人） 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

https://sites.google.com/japanymca.org/disaster/%E3%82%A6%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%8A
https://sites.google.com/japanymca.org/disaster/%E3%82%A6%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%8A


 

５.ＹＭＣＡ・ワイズフェスティバル ポスター 

 


